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美味しいパンはいかがですか～？
社会福祉法人一隅を照らす会 りんりん舎（滝沢ニュータウン地区内）は、昼食時間の盛岡北高校を訪問し、
パンやデザート等の商品販売を行っています。
この取組みは、施設利用者の就労機会を通じ、高校生に対して、“障がい”の理解を促すことを目的とし
ています。生徒による商品購入はもちろん、有志の生徒が食品トレーの消毒や商品の袋詰めを行い、作業
を通じた施設利用者との交流を図っています。
両者は今後も継続的な交流を目指しながら、活動を進めていきます。

写真は、盛岡北高校２年 平野颯汰朗さんよりご提供いただきました。
滝沢市社協では市内の小・中・高等学校（全 15校）を社会福祉協
力校に指定し、各校の活動助成を行っております。この事業には、赤
い羽根共同募金配分事業費の一部が充てられております。
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たきざわ社協だより



一、地域住民がいつでも気軽に集い、住民同士の結びつきを深める活動が展開できる地域福祉活動拠
点の確保を目指します

一、地域福祉活動計画に基づき、地域住民の参画のもと、行政と協働し、社会福祉関係者が一丸となっ
て、地域福祉分野の更なる充実・強化を図ります

一、誰もが地域で安心して暮らすことができるよう、権利擁護に対する意識醸成を図り、関係機関と
の支援体制の構築に努めます

一、福祉教育の推進やボランティア活動の振興などを通じて、住民相互の「支えあい・助け合い」活
動を支援し、災害にも備えた安全安心なまちづくりを推進します

一、福祉分野のみならず、医療・保健・教育・労働など、多種多様な分野の組織、機関とのネットワー
クを強化し、多様なサービスの提供や活動の展開に努めます

～大会宣言～

住み慣れたところで安心して暮らすために、
支えあい助け合う地域づくりをすすめよう

第
35
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大

会
を
11
月
18
日
、
滝
沢
ふ
る
さ

と
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小
し
、

約
80
名
の
参
加
の
も
と
、
式
典

の
み
実
施
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
13

名
・
３
団
体
の
皆
様
を
表
彰
し
、

大
会
宣
言
の
採
択
を
行
い
ま
し
た
。
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被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

〜
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業

従
事
者
と
し
て
社
会
福
祉
事
業

の
推
進
に
貢
献
し
功
績
が
顕
著

な
方
・
団
体
〜

《
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
》

佐
藤

泰
美
（
篠
木
）

堰
合

輝
美 (

大
沢
）

藤
村

美
貴
子
（
鵜
飼
）

藤
澤

美
代
子
（
大
沢
）

福
田

春
代
（
鵜
飼
）

寺
島

さ
ち
（
元
村
）

横
欠

由
紀
子
（
鵜
飼
）

菅
原

麻
希
（
鵜
飼
）

菊
地

裕
子
（
鵜
飼
）

三
枚
堂

恵
子
（
元
村
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
特
別
会
員
》

岩
手
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱（
盛
岡
市
）

㈲
細
川
鉄
工
（
小
岩
井
）

㈱
マ
イ
ヤ
滝
沢
店
（
鵜
飼
）

◆
共
同
募
金
運
動
功
労
者

〜
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
し
た
方
〜

石
川

元
（
法
誓
寺
）

石
川

勝
美
（
川
前
）

◆
褒
賞

〜
多
年
に
わ
た
り
在
宅
要
援
護
者

の
介
護
に
貢
献
し
た
方
〜

藤
村

佐
和
子
（
長
根
）

令
和
３
年
度
滝
沢
市
社
会
福
祉

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
度
は
社
会
福
祉
大
会
の
席

上
で
の
表
彰
式
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
滝
沢
市
内
小
中
高

等
学
校
か
ら
一
、七
八
三
点
の
校

内
応
募
が
あ
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ

八
十
五
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

◆
小
学
１
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

一
本
木　
　

下
村

希
空

《
優
秀
賞
》

柳

沢　
　

新
井

桜

篠
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伊
藤

巧
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《
佳
作
》

篠
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髙
橋

悠
翔

◆
小
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２
年
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《
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優
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賞
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篠
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優
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》
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篠
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佳
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滝
沢
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三
上

寧
々
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思いやりのあふれる作品がたくさんありました。入賞作品を
掲載した作品集がありますので、ご希望の方は社会福祉協議
会へご連絡下さい。数に限りがありますのでお早めにどうぞ。
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大
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》
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は
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篠
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美
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篠

木　
　

杉
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小
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４
年
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《
最
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秀
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滝
沢
中
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松
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旺
生

《
優
秀
賞
》

滝
沢
東　
　

山
内

詩

鵜

飼　
　

岩
崎

な
な
み

《
佳
作
》

滝
沢
中
央

小
田

達
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滝
沢
中
央

佐
藤

陽
向

滝

沢　
　

細
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英
里
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◆
小
学
５
年
生
の
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《
最
優
秀
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》

滝
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田
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羚
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《
優
秀
賞
》

柳
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佐
々
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鵜
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敬
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佳
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澤

歩
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滝
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小
野

碧

鵜
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國
分

柚
杏

◆
小
学
６
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜

飼　
　

佐
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愛
結

《
優
秀
賞
》

滝
沢
中
央

工
藤

あ
か
り

滝

沢　
　

紺
野

海
沙

《
佳
作
》

滝
沢
中
央

寺
舘

敏
樹

滝
沢
二　
　

柏
田

星
哉

鵜

飼　
　

内
洞

釉
杏

◆
中
学
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝

沢

１
年
菊
池

ひ
な
た

《
優
秀
賞
》

滝
沢
二

１
年
佐
瀬

菜
摘

滝

沢

２
年
藤
澤

英
奈

《
佳
作
》

滝

沢

１
年
駿
河

夢
羅

滝

沢

１
年
清
水

藍
紗

滝

沢

３
年
岩
本

怜

◆
高
校
生
の
部

《
優
秀
賞
》

盛
農
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１
年
齊
藤

風
歌

《
佳
作
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２
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若
澤

陽
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地
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希

第
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岩
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県
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11
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
第
74

回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
滝
沢
市
か
ら
は
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
岩
手
県
知
事
表
彰

渡
辺

祥
子

◆
岩
手
県
知
事
感
謝
状

佐
藤

サ
ツ

四
年
生
の
と
き
に
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン

デ
ィ
体
験
を
し
ま
し
た
。
始
め
に
、

体
育
館
で
車
い
す
に
乗
り
ま
し
た
。

友
達
に
後
ろ
か
ら
押
し
て
も
ら
い
移

動
し
ま
し
た
が
、
一
人
で
車
輪
を
回

し
て
進
む
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
体
育
館
の
ゆ
か
は
平
ら
な

の
で
こ
わ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

も
し
上
り
坂
や
下
り
坂
だ
っ
た
ら
、

こ
わ
い
し
不
安
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
け
て

教
室
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。
友
達
が

手
を
ひ
い
て
、
声
を
か
け
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
周
り
の
様
子
が
分
か
ら

な
く
て
、
な
か
な
か
足
を
前
に
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

そ
れ
ま
で
、
障
が
い
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

体
験
を
し
て
み
て
、
初
め
て
障
が
い

が
あ
る
人
の
不
便
さ
や
不
安
な
気
持

ち
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
学
習
を
し
て
か
ら
、
私
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
地
域
の
様
子
に
気
を
つ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
は

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
い
ろ
い

ろ
な
設
備
が
あ
り
ま
し
た
。
通
学
路

に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
し
か
れ
て
い

ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
が
安
全
に

歩
く
た
め
の
大
事
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

駐
車
場
に
は
、
足
の
不
自
由
な
人
の

た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に

自
動
車
が
停
め
て
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
車
い
す
の
マ
ー
ク
が
あ
る
の

に
、
気
に
せ
ず
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
何
の
た

め
に
あ
る
か
は
分
か
り
な
が
ら
、
自

四
年
生
の
と
き
に
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン

友
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の
あ
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の
た
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い

ろ
な
設
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あ
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ま
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。
通
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に
は
点
字
ブ
ロ
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が
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の
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に
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ど
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、
足
の
不
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な
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と
こ
ろ
が
、
点
字
ブ
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に

自
動
車
が
停
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あ
る
こ
と
が
あ
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す
。
車
い
す
の
マ
ー
ク
が
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る
の

に
、
気
に
せ
ず
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
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た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
何
の
た

め
に
あ
る
か
は
分
か
り
な
が
ら
、
自

◆
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》

中
井

忠
則

《
共
同
募
金
運
動
功
労
者
》

下
田

富
幸

佐
々
木

等

川
村

尚
雄

《
永
年
勤
続
功
労
者
》

柴
田

千
尋

上
森
合

由
香

高
橋

一
恵

◆
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
長
表
彰

細
川

俊
子

高
橋

美
貴
子

主
濱

ヒ
ミ
子

中
村

文
雄

下
長

美
保
子

関　
　

進

塚
本

潤
一

井
上

ゆ
り
子

石
塚

公
美
子

三
上

久
美
子

坂
田

芳
弘

丸
山

君
男

鷹
觜

尚
巳

佐
々
木

行
夫

砂
沢

得
子

菅
原

正
博

伊
藤

順
子

木
登

國
雄

瀬
川

拓
郎

大
道

久
美
子

佐
々
木

義
教

伊
藤

紀
子

分
勝
手
な
行
動
を
し
て
し
ま
う
人
が

い
る
こ
と
は
残
念
だ
と
思
い
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
不
便
さ
を
想
像

し
、
だ
れ
で
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
し
た
い
で
す
。

次
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
見
か

け
た
ら
手
伝
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
困
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
勇
気
を
出
し
て
話

し
か
け
た
い
で
す
。
た
だ
、
そ
の
と

き
に
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と

が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人

に
よ
っ
て
感
じ
方
や
考
え
方
は
ち
が

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
そ
れ

ぞ
れ
不
便
な
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が

ち
が
う
は
ず
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
な
る
べ
く
自

分
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
手
は
ど
ん

な
気
持
ち
だ
ろ
う
、
ど
の
よ
う
に
す

る
と
よ
い
だ
ろ
う
と
よ
く
考
え
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
、
私

が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
一
番
大
事
な
こ
と

は
思
い
や
り
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

少
し
の
思
い
や
り
で
笑
顔
は
生
ま
れ

ま
す
。
一
人
一
人
が
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
も
て
ば
、
笑
顔
は
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
つ
い
、
自
分
の
こ
と
だ

け
を
考
え
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
の

気
持
ち
を
お
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
お
た
が

い
の
こ
と
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

思
い
だ
し
、
笑
顔
を
広
げ
た
い
で
す
。

一
人
一
人
の
思
い
や
り
か
ら
、
笑

顔
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
だ
れ
も
が

気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

令
和
三
年
度
滝
沢
市
社
会
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

※
最
優
秀
作
品
の
中
か
ら
一
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
小
学
六
年
生
の
部

最
優
秀
賞
】

一
人
一
人
の
思
い
や
り
か
ら

鵜
飼
小
学
校

佐
藤
愛
結
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12月16日、鵜飼地区親子サロンでクリスマス会
を行いました。
９組の親子にご参加いただき、とても盛り上が
りました。お友だちやボランティアの方とのおも
ちゃ遊び、バルーンアートなどで楽しみました 
親御さん同士、子育てに関する情報交換など交
流もできますので、ぜひ遊びに来てくださいね！

★対　象★ 滝沢市内及び近郊にお住まいの未就学児のお子さんとその保護者
★内　容★ 自由遊び（お友達との交流）、絵本の読み聞かせ、リズム体操等
【鵜飼地区】 会場：滝沢市市民福祉センター（滝沢市中鵜飼47－1 ）

毎月第１・３木曜日　10時～11時30分
【北部地区】 会場：北部コミュニティセンター（滝沢市巣子148 ）

毎月第１・３火曜日　10時～11時30分

『親子サロン チャチャチャ』へ遊びにおいでよ！！

≪ご協力いただいた皆さま（令和３年度第１回、第２回）≫ ※敬称略、順不同

滝沢市民生児童委員連絡協議会　滝沢市商工会　滝沢市商工会女性部　滝沢市地域婦人協議会　
（株）流通技研 大釜土日ジャンボ市　いわて生協　ＣＯＯＰフードバンク　（株）マイヤ滝沢店　
東林寺　みちのくプロレス　清雲院　米澤農園　一般社団法人ミンナソラノシタ　
ＮＰＯ法人今が一番館　ＮＰＯ法人フードバンク岩手　ＮＰＯ法人全国こども食堂支援センターむすびえ
社会福祉法人岩手県共同募金会　滝沢市内外の個人および団体（現金寄附、現物寄附、作業協力）

滝沢市 つながり・つながる・フードパントリープロジェクト
滝沢市社協では、今年度２回目の「滝沢市つながり・つな

がる・フードパントリープロジェクト」を12月15日（水）、
滝沢市市民福祉センターを会場に実施しました。コロナ禍に
あって、普段から家事や食費といった生活上の負担が大きい
ひとり親世帯を支援するために食料品等を配布する活動です。
募集定員を市内のひとり親世帯40世帯としていたとこ

ろ、今回は、民生児童委員を通じて79世帯からの申し込み
がありました。この活動に参画している団体との協議・ご
協力により、申し込みのあった79世帯すべてを対象に229
名分の食料品をお渡しすることができました。
食料品等の集約・仕分け作業から配布当日の対応まで、

民生児童委員をはじめとした滝沢市民延べ56名の方々にボ
ランティアとしてご協力をいただきました。
このプロジェクトは、ひとり親世帯と地域が「つながる」

という趣旨に賛同する地域の個人と団体が、一致協力して
活動を行うことによって「つながり」、コロナ禍の難局を地
域のみんなで支えあって乗り越え、地域の結びつきを強め
ていくことを大きな狙いとしています。
お渡ししている食料品等は、岩手県共同募金会の「赤い

羽根 子どもと家族の緊急支援全国キャンペーン」助成金の
他、市内外の個人・団体から寄せられる寄附金および食料
品等により賄われています。
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お知らせ・ご案内滝 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会
住　所　滝沢市中鵜飼 47－１

滝沢市市民福祉センター内
T E L　684－ 1110　F A X　684－ 1121
Eメール：info@takizawa-shakyo.or.jp



災
害
等
の
連
携
に
関
す
る
協
定
合
同
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

盛
岡
青
年
会
議
所
と
県
央
広
域
８
市
町
社
協
が
締
結

上
の
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

空
き
家
の
環
境
整
備
活
動
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
７
名
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
空
き
家
は
、
家
主
が
仕
事
の
関

係
で
定
期
的
に
帰
宅
し
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
帰
っ

て
来
ら
れ
な
い
状
況
が
続
き
、
草
木
が

伸
び
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
近
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

メ
ン
バ
ー
の
声
掛
け
で
、
家
主
と
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

家
主
は
「
あ
と
２
年
く
ら
い
で
帰
っ
て

来
る
予
定
だ
が
、
地
域
に
こ
の
よ
う
な

会
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
帰
っ
て

来
た
と
き
は
自
分
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ

て
協
力
し
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

支
え
ら
れ
る
側
に
な
っ
た
り
支
え
る

側
に
な
っ
た
り
、
お
互
い
さ
ま
の
助
け

合
い
活
動
を
発
見
し
ま
し
た
。

12
月
15
日
、
盛
岡
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
盛
岡
青
年
会
議
所
と

滝
沢
市
を
含
む
県
央
広
域
８
市
町
の
各

社
会
福
祉
協
議
会
で
「
災
害
等
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
に
よ
り
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
設

置
運
営
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
、
青
年
会
議
所
よ
り
人
的
支
援

や
支
援
物
資
等
の
調
整
、
仕
分
輸
送
に

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
か
ら
防
災
や
被

災
者
支
援
に
関
す
る
研
修
・
訓
練
等
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
連
携
・
協

力
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

盛
岡
青
年
会
議
所
の
田
屋
館
理
事
長

は
「
協
定
締
結
を
嬉
し
く
思
う
。
盛
岡

広
域
圏
で
も
、
い
つ
災
害
が
起
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
青
年
会
議
所
は
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
団
体
。
行
動
を

起
こ
し
、
包
括
的
に
課
題
を
解
決
し
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降
も
、

豪
雨
や
台
風
等
の
自
然
災
害
が
続
い
て

い
ま
す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
つ
な
が
り
、
地
域
で
の
支
え
合
い
を

強
め
て
い
く
た
め
に
、
当
会
で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合

い
推
進
員
）
を
1
名
配
置
し
て
、
身
近
な
地
域
で
の
通
い
の
場
づ
く
り
や
住
民
活
動

の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山本コーディネーター

ご
存
知
で
す
か
？

あ
な
た
の
地
域
の〝
住
民
活
動
〞

■
対
象
：
上
の
山
自
治
会
会
員
で
手
助
け
が
必

要
な
方
。（
年
齢
不
問
）

■
活
動
内
容
：
作
業
料
金
表
に
基
づ
き
、
依
頼
が

あ
っ
た
時
、
有
償
で
活
動
す
る

▶
頼
も
し
い
上
の
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
の
皆
さ
ん

協
定
書
を
掲
げ
る
滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議

会
佐
藤
会
長
と
盛
岡
青
年
会
議
所
田
屋
館

理
事
長
（
写
真
中
央
）

◀ 半日がかりで作業
が行われました

まずはできることから
実行を！

は
、
災
害
の
規
模
の
大
き
さ
に
よ
り
運

営
が
長
期
化
し
、
現
状
の
ス
タ
ッ
フ
要

員
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
締
結
を
機
に
、
青

年
会
議
所
の
支
援
協
力
の
も
と
、
災
害

時
、
迅
速
な
被
災
者
支
援
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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無料相談所のお知らせ ご予約 ☎684-1110

相　談　名 月　　日 時　　間 会　　場 予約締切日

く ら し の 相 談
くらしの相談員が、困りごとの相談に
応じます。

１月２５日（火）

１０：００－１２：００

滝沢市市民福祉センター
（中鵜飼47-1 ）

予約不要
２月　８日（火）

２月２２日（火）

３月　８日（火）

相続 ･ 登記相談
司法書士が、相続や登記に関する問題
などに応じます。≪ご予約が必要です≫

２月１０日（木）
１０：００－１５：００

２/８

３月１０日（木） ３/８

法 律 相 談
弁護士が、財産や債務問題、その他生
活のトラブルなどの問題に応じます。

≪ご予約が必要です≫

２月　１日（火） １４：００－１６：００ １/28

２月１５日（火） １０：００－１２：００ ２/10

３月　１日（火） １４：００－１６：００ ２/25

３月１５日（火） １０：００－１２：００ ３/11

市民の皆さまを対象とした各種相談所を開設しています。
ひとりで悩みを抱え込まず、一緒に考えましょう。
プライバシーは厳守します。

課
題
「
暮
ら
し
」

一
本
木
仙
人

選

「
あ
あ
お
い
し
」

一
人
暮
ら
し
の

独
り
言

月
見

静
（
巣
子
）

定
年
後

年
金
暮
ら
し

板
に
つ
く

仙
波

幸
男
（
川
前
）

物
価
高

暮
ら
し
見
直
し粗

衣
粗
食

小
川

裕
二
（
元
村
）

今
が
い
い

暮
ら
し
を
老つ

妻ま

が

左
右
す
る

石
野

航
（
川
前
）

や
り
繰
り
で

暮
ら
し
支
え
た

妻
感
謝

井
上

弘
（
元
村
）

次
回
課
題
「
金
」

応
募
先

〒
０
２
０

－

０
６
５
４

滝
沢
市
中
鵜
飼
47

－

１

滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

「
福
祉
川
柳
」
係
り
ま
で

締
め
切
り　
　
二
月
十
日

投
句
数　
　
　
ひ
と
り
三
句
ま
で

（
掲
載
は
五
句
と
な
り
ま
す
）

※
作
品
を
添
削
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。氏
名
に
は
振
り
仮
名
を
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄

附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
法
人
の
た
め
に
》

・
滝
沢
歌
踊
一
座

様

２
６
，
９
６
６
円

・
滝
沢
市
精
神
保
健
福
祉
会

様

２
，
０
０
０
円

・
滝
沢
市
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
ん
ず
の
会

様

 
 

５
，
０
０
０
円

・
大
沢
な
ご
み
の
会

様 
 

３
，
０
０
０
円

・
匿
名

３
，
０
０
０
円

・
匿
名

１
８
，
０
０
７
円

《
福
祉
基
金
》

・
そ
ば
真

様
（
募
金
箱
よ
り
）

３
，
６
０
４
円

・
滝
沢
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー（
募
金
箱
よ
り
）
２
，
９
５
１
円

《
使
途
指
定
寄
附
》

【
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
】

・
東
林
寺

様

１
０
０
，
０
０
０
円

・
匿
名

１
０
，
０
０
０
円

市民の皆さんを対象に、高齢や障がい、ケ
ガ等を理由に一時的に車いすが必要な方
へ貸出を行っています。
■利 用 料：無料
■貸出期間：２か月以内
貸出可能な在庫台数には限

りがありますので、利用を希
望される場合は、事前に社会
福祉協議会へご相談下さい。
なお、貸出は自走式タイプの
車いすとなります。

お気軽にご利用ください

～車いす貸出のご案内～
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